











日本 語 「～ を一 す る」,「～ に一 す る」
岩 倉 国 浩
(1)
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Hekilledthebear.の文 は英語で はふつ う"S十V十 〇"構 文 とい う.
これ を 日本語では 「彼はその熊 を殺 した」 とい う具合に 「～は+～ を+一
する」 で対応 する."S+V+0"の0は 目的語 で動作の対 象即 ち客体 で
あ り,こ のVは 他動詞で あるが,日 本語の この 「を」 も客体 を示 す格助
詞 で,「 殺す」の ように 「一す る」の ところに くる動詞 は他動詞 であるか
ら,こ の場合英語の"S+V+0"に 対 し日本語 の 「S+～を+Vt」 とい う
日英両 謳の構文 の要 素の型 が一対一 に対応 してい る.し か しなが ら英語 の
"S+V+0"に おけ る"Vt+Q"の あ り方が,す べて 日本語 の「～ を+Vt」
に対 応す るとい うような簡単 な もの ではない.た とえば,Helefthis
house.(彼は家 を出 た.〔cf.た くさんの人が出 た〕)/Heentered
theroom.(彼は部屋 に入 った 〔cf.大金 が入 っ た〕)/Shemarriedhim.
(彼女 は彼 と結婚 した.〔cf.二人は結婚 した〕)/Hesurvivedhiswife・
(彼は妻 よ り長 生 きした.〔cf.母は長生 きした〕)な どな どであ る.そ し
てこれ らの"S+V+0"に 対応 してい る 日本 語の動詞 に共通 してい え る
ことは,そ れ らが 自動詞 と して 自立 できるこ とであ る.即 ち英語 の"S+
Vt+0"に 対 し,そ れぞれ 「S+Nを+Vi」,「S+～ に+Vi」,「S+～ と
+Vi」,「s+～ よ り+Vi」の構文で対応 しているのである.
この小論 の 目的は,英 語 の"S十V十 〇"に 日本語の 「S十～に 十Vi」が
対応 する場合 をと りあげて・両者 を比較 し・ 「～ を」 「～に」 の分化の契
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機 を考察す るこ とで ある.
(2)
英語の"S+V+0"構 文 におけるVは 他 動詞で あるが,他 動詞 とは
「目的語 をとる動詞」 と定義 され る.従 って 目的語 の有無 によって一 つの
動詞が他 動詞に も自動詞に もな りうる.た とえばShesmokestobacco.
がShesmokes.とな り,Heleftthisplaceyesterday.がHeleft
yesterday.となれ ば自動詞 なの であ り,逆 にdieagloriousdeath,
smilethanksのよ うに本来 自動詞の ものに 目的語 をとらせれば他動詞 に
な るし,又 前置詞 の有無 に よって も,自 動詞 乙他 動詞の区別 が生 じる.た
とえばdescend(from)ahi11/flee(from)thecountry/jump(over)
afenceなどであ る.
この ようにみて くると英語 の他 動詞 ・自動詞の区別 は統語的(syntactic)
な ものであるこ とが分る.
さて次 に 日本語 の場合 を考 えてみる.元 来 日本語 には,他 動詞b自 動詞
の区別 はな く,こ の区別 に対 する言及 はその萌芽 をわずかに江戸時代 の国
学者 にみ る程度 で,こ の区別 が広 く行 なわれる ようにな ったのは明治 以後
西洋の文法論 を輸入 してこれ を日本語 にあてはめる ようになってからであ
る.従 って西欧語 にならって 目的語 を とる動詞 を他 動詞 とい うが,こ の 目
的語 は動作の対 象 を表 わす語 で格助詞 「を」 を用い て表 わす.し かし「を」
を とって も 「坂 を登 る」 「空 を飛 ぶ」な どは 目的語ではない し,「工事 を急
ぐ」,「授 業 を終 わる」,「運 命を嘆 く」 な どは 自動 詞 とい う.m語 では
他動詞 ・自動詞の区別の一つ の規準 と して受動態の有無 があるが,日 本語
で は 「息子に死 なれ た」 「彼 に先に行 かれ た」の よ うに 自動詞で も受身の
文 を作 るこ とがで きる.以 上 のことか ら分 るよ うに,日 本語で はsyntax
の上 から他 動詞 ・自動詞 を区別す るきめ手がな く,従 って文全体の意味 を
考 えて,そ の文 中で の動詞の機能 によって他動詞 ・自動詞 を区別す る.英
/
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語 の他 動 詞 ・自動詞の区別 がsyntacticなものに対 して,日 本語 のそれ
はsemant三cなものである とい うこ とがで きる.
従 って 英語の他 動詞 ・自動詞 と 日本語の それ とは価値 が異 なるのである.
英語 の他 動詞 の中 には,日 本語 の「意味 を考慮 した機能」とい うふ るいにか
け ると,日 本語で は自動詞 に分類 される ものがかな り含 まれてい る.こ こ
か ら,日 英両語 を比較す る時,英 語 では他動詞 が,日 本語 では自動 詞がよ
0
く発 達 してい るといわれ ることに もなるの である.
(3)
次 に英 語の"S+V+0"構 文 を 日本語 に移 す時,ど の ような過程 を経
るのかを考 えてみ る.わ れ われ がHekilledthebear.とい う文 をみた
時,ま ず この文の伝え る「意味」を理解 し自分 の中に吸収 す る.そ して次 に
この 「意味」 を日本語の 内部言語形式 に合 うよ うに調整 し「S+～を+Vt」
構文 をえ らび出 して,「 彼 はその熊 を殺 した」 とす る.こ の ことは 日本語
の文 を英語の構文 になおす時 も全 く同 じである.即 ち必 ず一度「意味」を仲
介に して 日英語 それぞれに 自然 なパ ター ンにはめなお してい るのであ る.
もしこの よ うな過程 を経ない で,"S+V+0"の 個 々の単語の意味 が分 っ
てい ると して,こ れを機械 的に 「Sは0をV(する)」と対応 させるならば,
Heobeyedher.は「彼は彼女 を従 った」,Hemether.は 「彼 は彼女
を会 った」 となるはずであ る.更 に,Hekissedher.は 「彼は彼女に
キ スした」 ではな く「彼 は彼女 をキ スした」とな るはず だ し,Hetouched
therunner.は「彼 はその ランナーに タ ッチした」では な く 「彼は その ラ
ンナーを タッチ した」 となるはずである.し か しそ うな らないのは,わ れ
われが上 に述べ た調整 を行 なって いるか らにほかな らない.即 ち上 に述べ




英 語の"S+V+0"を 旧本 語の構文に移す時,上 述の よ うな過程 を経
る以上,英 語 の"S+V+0"を 意味 を考慮 した機能の立場 から検討 しな
おす こ とが心要 である.
まずTomkilledthebear.とい う典型 的な"S+V+0"構 文 をと り
あげ る.こ の時 「トム」 と 「熊」 は 「殺 す もの」 と 「殺 され るもの」 とい
う相 関関係 をな してお り,こ れは他 動詞killが本質的に要求 する もので,
killの中にすでにこの二項 が潜 在的に含 まれてい る.こ の種の"s+v+
0"のSと0と の相関関係は最 も緊密 で,こ の0を 仮 に01と 呼 ぶ
ことに する.
次にHegavemethebook.と い う文 に於 ては三つの項の相 関関係
を含 んでい る.「 与 える もの」 と 「与 え られる もの」 とい う相 関関係 があ
るが 「与 えられ るもの」に2種 類 あ り,こ の行為のTerminusとしての
「与え られ る もの」thebookと,こ の行 為に関与 してい るが直接 の 目的
でない 「与 えられ るもの」meで ある.こ のmeを ふつ う問接 目的語 と
い うが,Hegavethebooktome.と して,も しgavethebookto
OO
を一語の動詞で表 わすことが できてHeVmeと い う構文 がで きたと し
て も,Heとmeの 間の 関係 は変 らない.即 ちこのmeの よ うな目的語
を02と 呼ぶ ことにす る.た とえばIputabelltothecat・におい て
1とthecatの 関係はSと02の 関係で あ り,こ の時bel1を動詞 と し
てputabe11toの意 味で使 ってIbellthecat.(私はその猫1,rをつ
ける)と して も1とthecatの 関係 はやは りSと02の 関係 とみる.
そ して直接 目的語 たる01は すでに動詞be11(鈴 之つ ける)の 中に含 ま
れてい るので ある.
最 後にH・enteredther・・m・ の文 をと りあげてみ る・Heentered
はHewentinと い うことでこれだけでは,非 常にば く然 と していて,
theroomがこのenteredに特 定の場所 とい う相対的規定 を与 えては じ
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めて文 と して意味 を な す.従 ってこの種 の"S+V+0"に 於 ては0は
「入 る もの」に対 する 「入 られる もの」 とい う相関関係 の一項 とい うよ り
む しろ,Vに 相対 的規定 を与え る補 語の機 能 を有 してい るとい える.た
とえば,前 後のcontextから 「入 られ るもの」 が分 っている時 にはそれ
0
を〒 々い わ ない,Heentered(=wentin).とい う文が な りたつ ことや,
Theroomwasenteredbyhim。とい う受 身の文 がふつ うには使われな
いこ とか らも,Heとtheroomの 間の相関関係 は余 り感 じられないこ
とを示 して いる といえ よ う.enterは意味的 にはYougointotheroom.
のintoをgoの 中に吸収 してで きた一語 の動詞,即 ち 「自動詞+方 向を
示 す前置 詞」『と等価の ものと考 えることがで きる.cf.outlive(vt.～よ
り長生 き す る)<out+1ive(vi);overr衂(Vt.～よ り遠 くまで走 る)
くover+run(vi)
従って この種 の"S+V+0"の0は 目的語 とい うよ り補語に近 く 〔た
だ し"predicative"でな く"completor"としての 「補語」〕,仮 にこれ
を03と 呼ぶ こ とにす る."S+v+0"を0の 機 能に よって,大 き く
三っに分 けてみ た.こ の 三つの間に それぞれ中間的 な ものが存在 すること
は当然 考 え られ るこ・とで,そ れ らを02!,03ノな どと呼ぶ ことにす るが,
そ乳につ いては後でふれ る.
(5)
さて ここで英 語の"S+V+0"構 文が 日本語では 「S+～に+V」 で対
応す る具 体例 をあげ てゆ く.
A.``$+V+0"の0が02で あ るもの.
1."S十V十〇"が 実 は"S十V十LO.十D.0."構 文 のD.0が 省 略
されてい るにす ぎない もの.
payhim(彼に支 払 う);teliyou(あな たにい う);showher(彼女
にみせる);teachyou(あな たに教 え る);promiseher(彼女 に約束 す
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る);askhim(彼に き く)
II."S+V+0"のVの 中に01が すでに含 まれていて,"S+V+O"
の0が02で ある もの.
a.名詞 を臨 時に動詞 に使 った感 じの強 い もの.
bellthecat(猫に鈴 をつけ る);lunchafriend(友に昼 食 を供 す
る);saddleahorse(馬に くらをお く);stonehim(彼に石 を投 げ る);
manaship(船に人 を配置す る)
b.名詞的機能 が弱 くな り,動 詞 としての用法が確立 してい るもの. .
shockhim(-giveashocktohim)(彼に シ ョ ックを与 える);be-
nefithim(彼に利益 になる);telephonehiln(彼に電 話す る);wire
him(彼に電報 を打 っ);complimenther(彼女1こおぜ じをい う);10ad
acart(荷車 に荷 をつむ);stampaletter(手紙 に切 手をはる);signa
receipt(受取 りにサ インす る);influencehishealth(彼の健康 に影 響
する),
c.名 詞 も 動 詞 も ふ つ う に 使 わ れ ど ち ら が 先 か 一 が い に い え な い が,同
じ よ う に 分 析 で き る もの.
kissher(=giveakisstoher)(彼 女 に キ ス す る.cf.彼 女 に キ ス
を す る);touchhim(彼 に さ わ る)cf.ラン ナ ー に タ ッ チ 「を 」す る;thank
him(=exp「essgratitudetohim)(彼に 感 謝 す る);rewardyou(あ
な た に 報 い る)noticeyou(あな た に 気 づ く);mindthedo9(そ の 犬 に
気 を つ け る);salutehim(彼 に え し ゃ く す る);challengehim(彼に 挑
戦 す る);concernme(私 に 関 係 が あ る);ava量1you(君 に 利 益 に な る);
protesta.dec三sion(決定 に 抗 議 す る);courther(彼 女 に 求 愛 す る)
Aノ.``S+V+0"の0が02'で あ る も の.
Heobeyedherの 文 に お け るheとherと の 関 係 はHegave(=yiel‐
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ded).obediencetQher.(彼は 彼 女 に 服 従 を し た)のHeとherと の
関係 と同 じであるが・・t・k・pl・6・(-h・pP・・)が 「Vt+°」 轗 じ邏
ないほ ど意味的には一語の 自動詞化 してい るように,耳e.gaveobedience
toherの 「gaveobedience」の部分が完全に一語の 自動詞 に熟 しきって
い るのがHeobeyedherだ とい えよ う.従 って``S+V+02"ほどSと
0と の 相 関関係 は強 くな く,contextで0が 明 らかな場合 はそれ を表
0
わ さ な い でHeobeyed。 と い う 文 も 自 然 で あ る.従 っ て こ の 種 の"S+V
+0"の0を02ノ と よ ぶ こ と に す る.
obeyone'sparents(両親 に 従 う)cf.(古)obey.tohim;disQbey
him(彼 に 従 わ な い);resisther(彼 女 に さ か ら う);defyhim(彼 に
い ど む);opPoseascheme(計 画 に 反 対 す る)cf。objectto.it;serve
h三m(彼 に 仕 え る);followher(彼 女 に つ い て い く)cf.goafterher;
accompanyhim(彼 に 同 行 す る)cf.gowithhim
B.ら`S+V+0"のOが03で あ る も の.
entertheroom(部屋 に 入 る);reachthestation(駅に 着 く)cf.get
tothestation;approachthecottage(d丶屋 に 近 づ く)cf.apProach
to.her;attendschool(学校 に 通 う)cf.gotoschool;ride(=mount)
ahorse(馬 に 乗 る)cf.ride(=mount)onahorse;clime(=ascend)
amountain(山 に 登 る)
N.B.い わ ゆ る 運 動 の 動 詞(VerbofMotion)は 何 ら か の 場 所 や 方
向によって相対的規定をうけることが多.くgoやcomeのような宗全に自
立 で き る 動 詞 で さ え も し ば し ばgototheoffice,comeintotheroom
の よ う に 相 対 的 規 定 を 受 け,こ の 時,totheoffice,至ntotheroomも
03と 同 じ よ う な機 能 を 果 し て い る と い え よ う.
B1."s+v+0"の0が03'で あ る も の.
Heresemblesh三sfather.に於 てheとhisfatherの 間 に 相 関 関 係 は
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な く従 って受身の文 もあ りえない.Heresemb五es.とい う澄 けで は意 味
をなさず,hisfatherとい う相対 的規 定が あっては じめて この文 が意味
を もつ のであ る.従 ってこのhisfatherは目的語では な く補語 とい うべ
きで,こ れ を仮 に03ノ と よぶ こ とにす る.
、become(=suit)her(彼女 に似合 う);fityou(あなたに合 う);
1ackcommonsense(常識に欠 レナる);tota1500(合計500ポン ドにな る);
numberfiftymen(合計50人に なる);deservethepunishment・(その
罰 に値 する)
C.Imeethim.の 文 は以上の どれ に も属 さない と考 えられる.こ の
``S+V+0"に於 てSと0が 主体 ・客体 とい うよ りも・,Sも0も 共 に
⑤
主 体 と い う感 じ が 強 い.即 ち 「彼 」,はmeet(会 う)と い う 動 作 の 相 手,
共 同 者 を さ し,日 本 語 で は 「(通 りで)彼 に 会 っ た 」 と も 「彼 と 会 っ た 」 と
も い う し,英 語 のmeetもFatherandsonmet.(父 子 が 対 面 し た)と
かWeseldommeet.(我 々 は め っ た に 会 わ な い)と い う こ と が で き る.
cf.mymotorcarcollidedwithatramcar.(私の 自 動 車 が 電 車 「に 」〔叉 は
と 〕 衝 突 し た)
次 に 同 様 め 例 を い くつ か あ げ る.
confrontone'senemy(敵に 〔と 〕直 面 す る);encounterhim(彼 に 〔と〕
出 合 う)interviewhim(彼 に 〔と〕 会 見 す る);1natchthecolour
(そ の 色 に 〔と 〕調 和 す る);paralleltherailway(鉄道 に 〔と 〕平 行 す る);
adjointheschool(学校 に 〔と〕 隣 接 す る)
N.噛B.次 の よ う な 例 も比 較 す べ き で あ る.
marryher(彼 女 と結 婚 ず る)cf.Theymarried .;fighttheenemy
(敵 と 戦 う)cf.Thedogsfight.
(6)
以上 の ように見て くる と英 語の"S+V+0"が 日本語 で「S+～に+Vi」
'iii
となる場 合は この0が 実 は筆者のい う02や03で あるこ とが分 った。
即 ち英 語・の"S+V+0"の 中には,第 一義的な 目的語(=01)以 外 の も
⑥
の をその0と して もってい る ものがあ るこ とが明 らかになった.こ のこ
とには英 語のActor-Action-Goalとい う語順 の確 立が密接 に関係 してい
る.即 ち この語順 の確立 は,動 詞 に先行す る名詞が主語,動 詞に続 く名詞
が 目的 語 と直観 的に感 じさせる までに なってい る.TombeatJack.と
い う文 でbeatの 辞書的意味 が不明で も語順 からTomとJackの 関係
は明 らかで,こ れ に動詞の意味が分れば,こ の全文 の意 味は ただちに正 し
く把握 され る.従 って"S+V+0"の 構文 は2者 の間の関係を表 わすの
に実 に便 利 な形で,Sとofと い う``S+V+0"本来 の相 関関係以外の
関係 に も広 く応 用 されて使 われ るため,"S+V+0"のSと0と の関
係 が多様 に なるわけである.
一方 これに対 応 する日本語 はふつ うActor-Goal-Actionとい う語順 を
一応 とるが,「 太郎 が次郎 をな ぐった」 と も 「次郎 を太郎がな ぐった」 と
もいえ るように,語 順に2者 の関係を示 す力はな く,そ れは助詞 に委ね ら
れてい る.ふ つ う動詞が文尾に くるため 厂太郎が次 郎を」 の ように動詞の
前ですでに2者 の聞の 関係は明 らかであって,動 詞 は2者 の問に起 った動
作,出 来事 を叙述す るに とどまる.日 本語 では文 中の体 言にはふつ う助詞
がついて文 中での機 能 を明確に しか も微妙 な差 異を適確 に示 す。格助詞 だ
けで も 「が,の,を,に,へ,と,よ り,か ら,に て,で,や,」 な どが
あ り,こ の うち 「に」 だけをと りあげて も 「月 匹着 く」 「危篤聾 お わい
る」 「中立の立場に立つ」 「通行入 に助 け を求 め る」 「君 に比べ た ら」
ち
り
「文学 些熱 中す る」 「上下嬉ゆれ る」 「前祝 い亀活 気づ く」 な どなど,そ
れ ぞれ微妙 な二2ア ンスの差 をよく表 わ し得 る.即 ち 日本語 の構文は助詞
の ため高度 にsemanticなもの となっている.
英語の"S+V+0"は 語順の確立に よって体 言相互 の関係 をまちが え
ることがない ため 「ジ ャックー殺 した一 トム」 「ジ ョンー従 った一両親」
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「ジェインー着い た冖駅」 とい う具合にい わば助 詞な しの構文 に等 し く,
休言相 互の微妙 な関係 はすべて言外 にあ って各 自がこれを読み とらねば な
らぬ.然 るに 日本 語で は,こ れにその意 味を十分 に考慮 して一番 ぴっ た り
する助詞 をつ けて体言相互 の微妙 な関係 まではっき り表示 する わ け で あ
る.た とえば,そ の場 その場で 「ジ ャックは」 と した り 「ジ ャックが」 と
した り,ま た 「駅へ」 と 「駅匹」 を使い分け るとい った具合 である.
結論:英 語の"S+V+0"構 文がsyntacticなもので あってこの0の
中には01以 外 に02,02ノ,03,03ノなど種 々の ものが含 まれてお り,
これを助詞の機能 によってsemanticな日本語の構文 に移す と,"S+V
+0"の0に02,02ノ,03,03'な どを含 む もの が,日 本語 で 「S+～
に+Vi」の構文 になる とい うことがで きよう.
註
①.厳 密 にはこのVはPredicateVerb即ちPVと い うべきであるが,
今は慣 用r1F一って``S+V+0"と して論 を進め る.
②.そ の外 元来 日本語では原則 として無生物 を主語にする と,他 動詞 をと
らず,叉 受身の文 もなか った.(出 発 がのび る/日 どりがきまる/時 計 が
みつか るな ど)叉,能 力,好 嫌,希 望 を表 わす場合客体 を主格にお き,従
って他動詞 を用 いない.(数 学 ができる/犬 が好 きだ/水 が欲 しいetc.)
これらのこ とも英 語の他 動詞 に対 し日本 語は 自動詞 が発達 してい る といわ
れる根拠 となろ う.
③.Isendmoneytohim.を日本語 では,sendmoneytoを 一語の







⑤.`Heismetbyme'とい う文 がふつ うで ないこ とも思 い合 わすべ き.
⑥.現 代英語で は与格 と対格の区別がない(共 に 目的格)こ とも大いに関
係があ る。
